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昨年の４月から、教会堂の増改築工事が始ま

り、約１年になろうとしています。この原稿を

書いているのが、２月後半です。新型コロナウ

ィルスの影響もあって、工事は遅れ、３月末に

完成予定です。この１年間、工事のために礼拝

堂は使うことができずに、ＣＳ館での礼拝を３

回に分けて行ってきました。工事が完成して、

礼拝堂で、礼拝を守れるようになれば、ＣＳ館

での礼拝も懐かしく感じる時もくるのでしょ

う。 

教会とは何でしょうか。改めて考えてみたい

と思います。出エジプト記には幕屋が出てきま

す。エジプトで長い間、奴隷だったイスラエル

の人々は、神の導きにより、指導者モーセの働

きもあって、奴隷からの解放、エジプトから出

ることができました。イスラエルの人々は、エ

ジプトを出て、約束の地カナンに向かって旅立

っていくのです。シナイ山に来た時に、神はイ

スラエルの人々と契約を結びます。神は、イス

ラエルの神になり、イスラエルの人々は神の民

になっていくということでした。この契約の中

で、神はモーセを通して、イスラエルの人々に

幕屋を造るように指示しています。 

幕屋とは何かというと、神とイスラエルの

人々が出会う場所です。神は天地を創造された

お方です。イスラエルの人々が造った幕屋にい

るはずはありません。でも、これは神ご自身の

指示なのです。天地を創造された神は、イスラ

エルの人々に幕屋を造るように指示していま

す。その理由は、神ご自身がイスラエルの人々

と出会う場所として設定してくださったので

す。神は、イスラエルの人々の弱さを知ってい

ました。目に見えない場所ではなく、実際に目

に見える場所を置いてくださり、ここにわたし

はいる。ここに来れば、神と出会うことができ

るとしてくださったのです。こうして、神の指

示に従って、イスラエルの人々は、幕屋を造っ

ていくことにします。やがて、幕屋が完成して、

人々は神と出会うことができるようになりま

した。イスラエルの人々は、この荒れ野の旅を

40年間歩むことになりますが、人々の中心には

この幕屋があったのです。人々は幕屋と共に移

動していきます。 

やがて、イスラエルの人々は、約束の地に入

り、定住するようになります。そうすると幕屋

ではなく、エルサレムには、ソロモン王によっ

て、神殿が建てられるようになります。神殿が

完成した時に、ソロモンは献堂の祈りの中で

「ここはあなたが、わたしの名をとどめると仰

せになった所です。この所に向かって僕がささ

げる祈りを聞き届けてください。」と語ってい

ます。神は、あえて人が造った神殿にいてくだ

さる、住んでくださるといってくださったので

す。神殿を通して、イスラエルの人々は、神と

出会うことができるのです。では、新約聖書で

はどうなるかといいますと、次のような聖書の

箇所があります。 

また、はっきり言っておくが、どんな願い事

であれ、あなたがたのうち二人が地上で心を一

つにして求めるならば、わたしの天の父はそれ

を適えてくださる。二人または三人がわたしの

名によって集まるところには、わたしもその中

にいるのである。（マタイ 18：19～20） 

イエス様は、教会という場所で、二人または

三人が、イエス様の名前によって集まる所には

その中にいてくださるといってくださってい

ます。幕屋、神殿、教会を通して、私たちは神

と出会うことができるのです。教会堂の増改築

工事を、私たちの教会は行ってきました。その

目的は、教会を通して、私たちが神と出会う場

所をつくることでした。そして、この教会を通

して、多くの人々が神と出会うことができるの

です。 
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巻頭説教 「神が住んでくださる幕屋」 牧師 横山厚志 
わたしのための聖なる所を彼らに造らせなさい。わたしは彼らの中に住むであろう。わたしが示す作り方に正

しく従って、幕屋とそのすべての祭具を作りなさい。（出エジプト記 25：8～9） 
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受洗者の紹介 

Ｎ・Ｙ姉のご紹介       Ｎ・Ａ長老 

『みなさまがたの仲間に入れていただくよ

うに言っていただいて感謝しております。８７

年生きてきて、すばらしい贈り物を神様からい

ただきました。 

ご迷惑をおかけすると思いますが、よろしく

お願いします。』 

洗礼諮問会で、Ｎ・Ａ姉はこう述べられまし

た。Ｎ姉に代わり、ご紹介をさせていただきま

す。 

Ｎ・Ａ姉は、１９３５年、Ｋ・Ｇ兄の次女と

して生まれました。生まれたときは未熟児で、

２歳で天に召された姉のＡさんに続くのでは

ないかと叔母さまがたに心配されながらも、元

気に５人姉妹の筆頭として育たれました。姉妹

は全員が、聖書に由来するお名前だそうです。 

瀬戸聖書バプテスト教会で信仰を守り続け

ておられましたが、坂を上るのが厳しくなり、

瀬戸永泉教会へ来られるようになり時が満ち

て洗礼へと導かれ

ました。今後、瀬戸

永泉教会でともに

礼拝を守っていけ

ることをうれしく

思います。 

 

 

建築委員会からの報告 

リニューアルされた礼拝堂がもうすぐ出来上

がります 

Ｏ・Ｎ長老 （建築委員会委員長） 

2021 年 4 月 18 日起工式より始まった礼拝堂

増改築は 12 月末に完成予定が綺麗に丁寧に行

う中で、２度３度と予定がずれて竣工式（引渡

し）は 5月 29日予定となりました。文化財とし

ての価値を保ちながら改築をしていくことの

大変さが良く分かりました。現在は、礼拝堂内

外の板張り部が出来上がり、外壁の塗装もでき

もうすぐということが実感できるようになり

ました。この会報えいせんが読まれる時にはほ

ぼ出来上がっていると思います。この間、２週

に１回の建築定例会での打ち合わせ、月に１回

の建築委員会で詳細な建築材料の決定も行い

ながら進めてきました。また礼拝堂建築等献金

への献金額は、以前からの分も含めて総額は約

5,400 万円となり現時点での建築そのものへは

十分となっています。もちろん新しく備品が必

要となることもあるかもしれません。それはま

た皆様の希望を受けながら検討していくこと

になると思います。礼拝堂が完成することで建

築委員会の役割は一度修了することになりま

すが、私たちに大切なことはこれからです。礼

拝堂が主イエス・キリストの福音のみ言葉を伝

える働きをこれからまた次の 50 年 100 年と行

っていくことができるために祈り力を合わせ

ていきましょう。4月 24日（日）にはリニュー

アルされた礼拝堂で礼拝を行い、2022年度定期

教会総会が開催できる時を楽しみにしていま

す。これまでの教会員の皆様の祈りと献金を感

謝いたします。 
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イースターの思い出 

『イースターの喜び、復活の希望』 

Ｍ・Ｎ姉 

イースターおめでとうございます。49 年前、

私は 17 歳のイースターに受洗しました。福音

派教会の宣教師から洗礼槽に全身を沈める浸

礼式で授けられました。すがすがしい気持ち、

クリスチャンになった喜び、水から上がった時

の肌寒さ、そして何よりも教会に誘い通うよう

になった親友と二人で受洗できたことの喜び

は今もはっきりと記憶しています。彼女も京都

でクリスチャンホームを築いています。私の両

親も宣教師の説得で受洗を許しその場に立ち

会ってくれました。またその時いただいた聖書

箇所テモテへの手紙Ⅱ３：14～17を読んでいた

だければ幸いですが、文字通り聖書は今まで私

を教え、戒め、正し、義に導く霊の言葉でした。

苦悩の中で聖書を読めない時も何度かありま

した。しかし、不思議なこと感謝なことに、い

つの間にか聖書の言葉から近付いてきてくれ

た気がします。 

昨年５月、夫を天に送りました。９か月間入

退院を繰り返し、コロナ禍にあって入院中はほ

とんど会えず、互いに不安と寂しさと先々の焦

りへの限界でした。仕事を辞め家庭で夫との残

された時を過ごし始められたものの１２日間

寄り添えただけでした。再入院で最期の３日間

は付き添いを許可していただき、意識の遠のく

夫との時間の中で、讃美歌をいっぱい歌いまし

た。息苦しさの中で時々口を動かしながら一緒

に歌おうとしてくれました。そして「天国で待

っていてくれますか？」と問うと大きく頷いて

くれました。漠然としていた『復活の希望』が

私にぐっと迫ってきた瞬間でした。今もまだま

だ涙する日々ですが、この希望が間違いなく約

束されていることに感謝し、家族や隣人に福音

を宣べ伝えていかなくてはと思います。夫との

別れは辛くとも、たくさんの祈りと励ましをい

ただき、復活の希望へと招いてくださったイエ

ス様に信頼し歩いてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長老の証 

「信仰による義とは?」      Ｋ・Ｒ長老 

 勝手なイメージですが、聖書の真ん中には

1 本の川というか、泉というか水が湧き出てい

る涸れることなく流れているような気がして

います。流れているのでやはり川の方がしっく

りくるような気もします。本当にまっすぐにい

つも真ん中にある川、私たちの知っているこの

世の川は地形によって蛇行したりします。聖書

の中の川も読む私たちの感情や勝手な期待感

によって曲がって見えたりします。でも曲がっ

ているのは私たち自身で聖書の川は決して曲

がることなく真っ直ぐに流れているように思

います。 

かつて私が求道者だった頃、まだ大学生で、

この教会に通い始めた頃でした。礼拝の説教で 

”人が義とされるのは律法の行いによるのでは

なく、信仰によると考えるからです。” (ロー

マ 3:28)についての内容でした。神を信じてい

るという事だけで・・・？ 何もなくてもいいの

か？まだまだ信仰歴の浅い私には疑問でした。

基本的にズルいことを考えがちな私には好都

合でもあるような気もしましたが・・・。通っ

ていた大学はカトリック系の大学でカトリッ

クの神父も講義をされていたので一度、聞いた

ことがありました。するとその方は「行いも大

事、自分は何もできないと思っても、能力や経

済力がなくても、神様は良いことをする機会を

必ず与えてくれます。だからどっちも大事なの

です。」と。使徒の書簡の中(ヤコブの手紙 2:26)

に”行いのない信仰は死んだものです。”とも

書いてあります。(これは後ほど知った聖句で

はありますが、あまり説教にはならなかった箇

所だったかな？)では、聖書の中でイエス様は

なんとおっしゃっているか？“『主よ、主よ』

と言う者が皆、天の御国に入るのではない。わ

たしの天の父の御心を行う者だけが入るので

ある。” (マタイ 7:21) ［ああああ、主よ、主

よと言っているなあ・・・何もしてないし・・・。

と思いつつ。］”わたしが来たのは律法や預言

者を廃止するためだ、と思ってはならない。廃

止するためではなく、完成するためである。” 

(マタイ 5:17) 信じる者のハードルが上げら

れます。そして、”だから、あなたがたの天の

父が完全であられるように、あなたがたも完全

な者となりなさい。”(マタイ 5:48)これは使徒

となる弟子に言われたことで、一人の小さな信

仰者である私たちに対してではないと耳を塞

いでいいのでしょうか? ・・・というと、キリ
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スト者である事は、すごく難しい事とのように

思えてしまうかもしれない。まだ、信じていな

い隣人を躓かせてしまうかもしれません。とて

も出来ないと・・・。金持ちの青年とイエス様

の問答の箇所(マタイ 19:16～30)で金持ちが神

の国に入るよりも、ラクダが針の穴を通る方が

まだ易しいとのイエス様の御言葉に対して、弟

子たちは「それではだれが救われるのだろうか」

と言いました。そしてイエス様は弟子たちに言

われました。「それは人間にはできることでは

ないが、神は何でもできる。」イエス様は十字

架への道を行かれました。私たちの罪の身代わ

りに。 

その事実によって私たちは救われ、それを信

じることによって義と認められた。私たちに出

来ない事、神様はしてくださっているそう思い

ます。”わたしもあなたを罪に定めない。行き

なさい。これからはもう罪を犯してはならな

い。”(ヨハネ 8:11) 神様は私たちの弱さを知

っています。いつも立ち返る事を望んでいると

思います。私たちが聖書の中に流れる川を見失

うことが無いように。 

 

聖書豆知識 

典礼色のはなし   小椋 実央牧師 

典礼色、という言葉はどこかでお聞きになっ

たことがあるかと思う。当教会ではあまりお目

にかかることはないかもしれないが牧師のス

トールや講壇にかける布が白だったり、紫だっ

たりするアレである。キリスト教の大切な祝祭

日を象徴するために定められ、礼拝に用いられ

ている。 

とは言いつつも一年中で教会が最も華やぐ

時期である降誕節と復活節は白なので、典礼色

の存在そのものがいまいちインパクトに欠け

ているかもしれない。インパクトという意味で

は聖霊降臨節の赤のほうが強烈で、以前教会学

校で「みんなで赤いものを身に付けてペンテコ

ステ礼拝を守る」を経験したが、なかなか楽し

い記憶と共に心に刻まれている。 

1 年で最も長く用いられている色は三位一体

節の緑である。緑は「永遠の命」や「平和」を

あらわしているそうで、なるほど 1 年の大半、

教会を彩るのにとてもふさわしいと言える。1

年のうちでたったの 1日しか用いられない色も

あり、それは聖金曜日の黒である。説明の必要

はないかもしれないが、黒は「死」や「闇」を

あらわしている。 

受難節は「祈りつつ悔い改めて過ごす期間」

ということは知識としては知っているものの、

なかなか実践は難しい。せめて今年は典礼色を

意識して、受難節の紫から始まって、黒、白と

変化することを楽しみつつ、生活の中に教会の

暦を根付かせていければと思う。 
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＝編集後記＝ 

イースター、おめでとうございます。新しい年度が

始まりました。今年も長引く新型コロナウィルスの感

染防止のため愛餐会は行えませんが、イースターの喜

びをともに味わいたいと思います。中島百合子姉の受

洗おめでとうございます。新しい教会のメンバーとし

て共に信仰生活を歩んでいきましょう。教会建築は少

し遅れていますが、もうすぐ完成です。神様の導き、

本当に感謝です。今、大変な状況にあるウクライナの

人々に神様の慰めと励ましがありますように心を合わ

せて祈っていきたいです。今回も原稿お願いしました

方々、ありがとうございました。    アーメン        

Ｋ・Ｒ 


